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青少年問題の悩みなどお気軽に

麟討万言鴛

（日曜・祝日除く毎日午前9時～午後6時）

自
然
と
身
近
に

親
し
め
る
公
園

四
月
二
十
四
日
㈲
、
天
ヶ
瀬
森
林
公
園
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
同
公
園
は
、
市
が
京
都
府
と
共
に
、
約

九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
市
有
林
に
歩
道
、
散
策
道
な
七

五
千
六
百
メ
ー
ト
ル
を
造
成
。
自
然
林
に
、
花
の
木

な
ど
一
万
二
千
本
を
植
栽
し
、
野
鳥
観
察
・
自
然
探

索
・
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
今
後
も
更
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
気
軽
に
保
健
休
養
や
野
外
活
動
に
利
用
出
来
る
よ

う
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

野
鳥
観
察
や

ハ
イ
キ
ン
グ
に

市
で
は
、
京
都
府
と
共
に
、
市

民
が
身
近
に
森
林
と
親
し
め
る
公

園
を
、
天
ケ
瀬
ダ
ム
上
流
右
岸
の

市
有
林
に
設
置
。
昭
和
六
十
年
度

か
ら
造
成
に
取
り
組
み
、
こ
の
程

ほ
ぽ
完
了
し
ま
し
た
。

四
月
二
十
四
日
㈲
、
午
前
十
時

か
ら
同
公
園
で
、
記
念
植
樹
や
キ

ジ
の
放
鳥
な
ど
の
開
園
記
念
式
典

を
行
い
、
、
テ
ー
プ
力
丿
ト
の
後
、

一
般
開
放
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日

は
、
少
年
団
体
に
よ
る
巣
箱
の
設

置
、
樹
名
表
示
板
の
設
置
、
花
の

植
栽
な
ど
の
記
念
事
業
も
行
い
ま

一
森
林
公
園
は
、
約
九
〇

ル
の
市
有
林
に
歩
道
、

亙
五
士
（
百
メ
ー
ト
ル

原
蚤
設
置
。
自
然
林
の

千
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
剪
収

木『
し
、
花
の
咲
く
木
・
紅
葉
す
る

・
一
実
の
な
る
木
な
片
約
四
〇
種

二
万
二
千
本
を
植
栽
し
、
野

烏
観
察
・
自
然
探
索
・
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
四
季
折
々
に
楽
1
ゐ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
カ
ー
タ
ヌ
キ
・
野
ウ

サ
ギ
な
ど
十
数
種
類
の
野
生
動
物

や
、
オ
オ
ル
リ
ー
ヤ
マ
ガ
ラ
ー
メ

ジ
ロ
な
ど
数
十
種
類
の
野
鳥
類
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
身
近
に
自
然

界
と
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
共

に
、
天
ケ
瀬
ダ
ム
を
眼
下
に
見
お

ろ
し
、
散
策
道
か
ら
は
京
都
南
部

が
一
望
出
来
る
緑
豊
か
な
公
園
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
展
萱
屋
と
を
設
置
す

る
と
共
に
、
市
民
の
保
健
休
養
や

野
外
活
動
な
ど
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
活
用
出
来
る
ぷ
つ
、

順
次
整
備
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。
‘

公
園
へ
の
入
園
は
無
料
で
す
が
、

自
然
保
護
の
た
め
、
特
別
に
許
可

し
た
場
合
を
除
き
、
火
気
の
使
用
、

動
植
物
・
土
石
の
採
取
は
禁
止
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
景
観
上
ゴ
ミ

箱
は
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

ゴ
ミ
は
必
ず
入
園
者
が
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い
。
更
に
、
山
火
事
防

止
の
た
め
、
指
定
場
所
以
外
で
は

”・・｀Ｓ鱈．’

’’＾＊’

嘸『

禁
煙
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
園
へ
は

路
線
バ
ス
が
便
利

公
園
へ
は
、
志
津
川
お
よ
び
天

ヶ
瀬
ダ
ム
方
面
か
ら
入
園
出
来
ま

す
が
、
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
徒
歩
で
入
園
し
て
く
だ
さ
い
。

路
線
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、

京
阪
宇
治
交
通
天
ケ
瀬
ダ
ム
下
車
、

入
口
ま
で
徒
歩
約
二
〇
分
で
す
。

（
農
林
1
業
課
）
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主催・問い合わせ

（財）宇治市文化センター（豊20－2111）

市文化センター／市観光協会（観光案内所）／松下時計店（．伊
努田センター前）／フィーリングショップあらき（近鉄大久保

駅東）／小山瑞泉堂（Ｈ宇治高校正門西）／うさぎ堂（近鉄小倉
駅前）／あたり＆（裸島紫ヶ丘団地Ｉ2筋）／黄粟薬局（宇治小学
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書房（近鉄久津川駅前）

機
構
の
一
部
を
改
革

人
事
異
動
も
実
施

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
と
新
た
な
行
政
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
一
日
付
で
一
部

機
構
改
革
と
人
事
異
動
を
実
施
。

今
回
は
、
本
市
の
最
重
点
課

題
で
あ
る
京
都
国
体
の
開
催
を

迎
兄
る
に
あ
た
り
、
必
要
最
少

限
度
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

機
構
改
革
で
は
、
国
体
事
務

局
を
体
制
強
化
の
た
め
再
編
。

現
行
の
二
課
四
】
係
か
ら
、
二
課

五
係
に
。
ま
た
、
㈹
財
団
法
人

宇
治
市
公
園
公
社
の
設
立
準
備

の
た
め
、
新
た
に
担
当
主
幹
を

配
置
。
一
方
、
西
小
倉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
″
セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
同

セ
ン
タ
ー
内
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
向
け
て
担

当
主
幹
を
配
置
し
ま
し
た
。

人
事
異
動
は
、
部
長
級
以
下

九
十
三
人
で
、
部
長
級
二
人
、

課
長
級
十
二
人
、
係
長
級
二
十

一
人
、
一
般
職
五
十
八
人
。

そ
の
外
、
保
育
所
・
幼
稚
園
、

学
校
職
員
4
辰
ギ
七
人
も
、

同
日
付
で
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

財
務
会
計
シ
’
〈
テ
ム
ｙ

稼
働

市
で
は
、
効
率
的
な
行
政
運

営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
行
政
Ｏ
Ａ
化
を
計

画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

四
月
か
把
鋏
Ｏ
Ａ
化
の
一

つ
と
し
て
、
財
務
会
計
シ
ス
テ

ム
が
稼
働
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
会
計
課
の

歳
入
・
歳
出
に
か
か
わ
る
財
務

事
務
は
大
幅
に
効
率
化
出
来
る

こ
と
に
な
り
水
子
。

（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

の進む

務
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大ケ瀬森林公園がオープン4月24日晋

北島三郎ショー

6月3日（金）
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市
立
集
会
所
は
毎
年
増
え
続

け
た
結
果
、
現
在
八
十
三
ヵ
所

を
数
え
ま
す
。
利
用
状
況
を
見

て
も
、
町
内
（
自
治
）
会
を
は
じ

め
、
子
ダ
む
必
、
婦
人
会
、
喜
老

会
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー

ク
ル
な
ど
、
地
域
で
の
活
動
に

広
く
活
用
さ
れ
て
い
車
ｙ
。
こ

の
ふ
つ
に
、
市
立
集
会
所
は
、
市

民
生
活
の
中
で
次
第
に
そ
の
重

要
性
聚
増
し
て
来
て
い
ま
す
。

市
立
集
会
所
の
利
用
を
ご
希

望
の
団
体
は
、
各
集
会
所
の
管

理
者
へ
お
申
し
込
み
を
。
な
お
、

集
会
所
ご
と
に
運
営
規
則
や
約

市立集会所

束
事
項
が
あ
り
ま
す
。
利
用
者

す
べ
て
が
気
持
よ
く
利
用
出
来

る
ぶ
っ
、
ル
ー
ル
を
守
り
秩
序

あ
る
利
用
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
次
の
点
に
は
ご
注

意
を
。

①
騒
音
な
ど
で
、
隣
近
所
に
迷

惑
を
か
け
な
い
ぷ
っ
に
。

②
利
用
簿
に
は
必
ず
記
帳
す
る

ぶ
っ
に
。

③
集
会
所
で
の
物
品
販
売
は
出

来
な
い
。

④
月
謝
な
ど
を
取
る
塾
は
利
用

出
来
な
い
。

⑤
火
気
に
注
意
し
、
利
用
後
は

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
か
正
め
、
。

タ
バ
コ
の
吸
い
殼
や
ゴ
ミ
の

後
始
末
を
行
う
ぶ
っ
に
。
ま

た
、
玄
関
や
窓
の
施
錠
夕
碓

実
に
行
う
。

⑥
集
会
所
へ
は
徒
歩
で
。
駐
車

場
が
な
い
の
で
自
動
車
、
バ

イ
ク
、
自
転
車
の
利
用
は
ご

遠
慮
を
。

民
間
集
会
所
へ
の

補
助
金
を
引
き
上
げ

こ
の
程
市
で
は
、
「
宇
治
市
集

会
所
環
境
整
備
事
業
費
補
助
金

。
交
付
規
則
」
を
改
正
。
町
内
会
や

自
治
心
一
な
ど
が
自
ら
の
負
担
に

お
い
て
設
置
す
る
集
会
所
（
民

間
集
会
所
）
へ
の
補
助
枠
を
拡

大
し
ま
し
た
。

こ
の
補
動
金
は
、
民
間
集
会

所
の
新
・
増
・
改
築
と
修
繕
に
対

し
て
交
付
。
用
地
購
入
言
晟
、

備
品
購
入
は
補
助
の
対
象
と
し
‘

て
い
ま
せ
ん
。
規
則
改
正
後
、
こ

れ
ま
で
は
一
事
業
の
補
助
限
度

額
が
い
ず
れ
の
場
合
も
百
万
円

14．000

13．000

12，000

11，000

10．000

9，000

8，000

7，000

6，000

5，000

で
し
た
が
、
新
築
は
二
百
万
円

に
、
増
・
改
築
と
修
繕
は
百
五
十

万
円
に
引
良
正
げ
ま
し
た
。

補
助
率
は
従
来
ど
お
り
で
、

新
築
は
事
業
費
の
三
分
の
一
、

増
・
改
築
と
修
繕
は
事
業
費
の

二
分
の
一
の
範
囲
内
で
す
。
適

用
さ
れ
る
の
は
、
四
月
一
日
以

後
の
里
索
ら
で
す
。

な
お
、
補
助
金
交
付
申
請
は
、

事
業
を
開
始
す
る
二
十
日
前
ま

で
に
手
続
き
を
行
ヶ
必
要
が
あ

呈
チ
の
で
、
ご
注
意
を
。

◇
◇
◇

市
立
集
会
所
の
利
用
や
民
間

集
会
所
の
補
助
金
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
管
財
契
約

課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

（
管
財
契
約
課
）
一

6160595857東

4，000

3．000

2，000

1，000

（件数）

宇
治
署
管
内
で
の

交
通
事
故
が

激
増

842

消費生活モニターの名簿（63年度）

昭
和
六
十
三
年
度
の
宇
治
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

二
十
三
人
が
、
こ
の
程
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
モ
ニ
タ
ー
が
消
費
者
の
立
場
か
ら

意
見
や
要
望
、
苦
情
な
ど
、
生
活
の
実
態
を
市
に
報

告
。
市
は
そ
れ
ら
を
、
市
民
生
活
向
上
の
た
め
の
施

策
を
行
う
資
料
と
す
る
も
の
で
す
。

消
費
生
活
は
、
衣
食
住
を
は
恰
め
、
健
康
や
契
約

応
Ｉ
す
べ
て
の
生
活
分
野
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
モ
ニ
タ
ー
は
、
日
常
の
買
い
物
や
契
約
な
ど
で

感
じ
た
こ
と
を
行
政
に
連
絡
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
物
価
調
査
な
ど
恥
行
い
未
罵

モ
ニ
タ
ー
が
市
民
の
皆
さ
ん
へ
各
種
の
調
査
か
依

頼
し
た
際
に
は
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
康
司

な
お
、
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
モ
ニ
タ
ー
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

氏名 住所 電話番号

江戸愛子 木幡御園20－91 32－8405

宗片和子 木幡南山69－5 32－2843

原田勝子 五ヶ庄雲雀島5－35 33－0046

岡崎由美子 五ヶ庄平野58久安荘207号 33－0603

谷晴子 羽戸山2丁目1－73， 33－0299

田中素子 菟道束隼上り5－108 32－6989

林美由起 菟道出口40－44 21－4588

山下まゅ美 菟道只川50－10 24－2332

西村悦子 明星町2丁目2－21 23－6689

知余野典子 折居台3丁目2－226 24－4623、

加奴爪和代 琵琶台2丁目9－1 22－8639

森和子 宇治一番29グリンピア宇治201号23－4760

入江逸子 宇治半白101－36 24－7792

井内智子 横島町薗場48 22－7581

山下和子 小倉町南堀池80－5 20－1720

増田純子 小倉町南堀池83－52 23－2174

茶谷百々代 南陵町1丁目1－209 24－6102

西岡香 開町21 43－3423

山田節子 神明石塚77－・9 24－7163

神戸恵津子 伊勢田町中ノ田26－16 44－8330

吉村恵美子 大久保町旦椋76－1西大久保団地7－41043－9421

伊藤照子 大タ、保町久保13－1宇洽大矢保コープ703 46－0930

中村昌子 広野町丸山31－2 46－0868

前
回
に
続
き
Ｉ
「
た
く
ま
し
い

体
を
つ
く
う
つ
」
の
、
も
う
一
つ

の
運
動
項
目
に

つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

＝
運
動
項
目
そ

の
②
Ｌ

λ
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
も
う
〉

こ
の
運
動
の

主
な
内
容
は
、

○
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
行
事
や
体

力
づ
く
り
運
動

か
盛
ん
に
し
、

進
ん
で
参
加
し

ぶ
り
○
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
や
グ

ル
ー
プ
を
つ
く

ま
す
。

体
は
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
、

骨
や
筋
肉
が
弱
く
な
り
、
心
臓

や
肺
の
機
能
も
低
下
1
ま
す
。

特
に
、
す
べ
て
の
生
活
面
で
便

利
に
な
っ
た
今
日
、
や
や
か
す

れ
ば
ど
’
と
て
も
運
動
不
足
に

な
り
水
子
。

ま
た
、
体
力
づ
く
り
は
一
人

で
も
行
え
る
も
の
の
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
れ
ば
家
族

スポーツ行事に家

庭で参加を

ろ
っ
○
目
標
か
戻
め
て
毎
日
、

軽
運
動
、
体
力
づ
く
り
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
続
け
よ
う
○
歩
け
歩

け
運
動
や
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
の

普
及
を
図
ろ
う
Ｉ
な
ど
が
あ
り

：も

゜溜こ謙

も健康美

示
だ
け
し
か
な
い
業
者
は
避
け

る
方
が
無
難
‰
商
品
が
届
い
た

ら
す
ぐ
に
碓
認
す
る
（
カ
タ
ロ

グ
や
広
告
は
保
管
し
て
お
く
）

健
康
で
明
る
い

家
庭
奎
梁
く
こ

と
が
出
来
床
尾

家
庭
で
は
、
家

族
で
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
み
、
目

標
を
立
て
て
継

続
的
に
体
力
づ

く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

各
種
団
体
や

地
域
で
開
か
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
ー

レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
行
事
は
、

自
分
の
健
康
や
体
力
を
知
る
良

い
機
ふ
ぞ
す
。
ぜ
ひ
、
積
極
的

に
参
加
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

し
か
し
、
健
康
と
体
力
増
進

に
役
立
つ
ス
ポ
ー
ツ
も
、
無
理

か
于
れ
ば
事
故
や
病
気
に
つ
な

が
り
ま
す
。
現
在
の
健
康
状
態

と
年
齢
、
体
力
に
応
じ
た
適
度

な
運
動
を
心
掛
け
る
こ
と
を
お

忘
れ
な
く
。

使
用
方
法
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
疑
問
を
感
じ
る
と
き

は
、
販
売
店
で
実
物
を
十
分
に

確
か
め
て
か
ら
買
う
方
が
、
賢

お
知
ら
せ
照
親
蔽
百
世

オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
大
会

▼
と
き
・
・
・
4
月
2
4
日
面
（
小
雨

決
行
▼
と
こ
ろ
・
・
太
陽
が
丘
フ
ァ

ミ
リ
ー
広
場
へ
集
合
。
午
前
8
時

半
～
1
0
時
半
受
け
付
け
▼
ク
ラ
ス

・
距
離
・
・
・
左
表
の
と
お
り
▼
参
加

費
・
：
個
人
三
百
円
、
グ
ル
ー
プ
百

円
（
1
人
）
▼
準
備
品
・
：
赤
ボ
ー
ル

ペ
ン
、
雨
具
な
ど
▼
申
し
込
み
・
：

当
日
、
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ

3
月
2
9
日
南
の
毎
週
水
曜
日
。
い

ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ
…
宇
治
市
内
職
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
・
・
・
和
裁
未
経
験
で

1
年
間
続
け
て
受
講
出
来
る
人
。
‘
・

そ
し
て
将
来
、
和
歳
で
の
内
職
を

希
四
手
る
人
▼
定
員
…
1
0
人
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
4
月

1
5
日
圖
（
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
）

ま
で
に
、
宇
治
市
内
職
セ
ン
タ
ー

采
幡
南
端
4
8
－
1
5
・
き
⑩
8
2

す
る
知
識
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話

し
し
ま
ず
。

▼
と
き
…
4
月
2
0
日
困
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
了
・
「
郵
便
の
歴
史

と
切
手
に
ま
つ
わ
る
話
」
▼
講
師

…
宇
治
蔭
田
郵
便
局
長
・
並
川
和

央
さ
ん
▼
定
員
・
：
2
0
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
：
当
日
、
直
接
会
場

へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
広
野
公
民
館

（
ａ
⑥
7
4
5
0
）
へ
。（

広
野
公
民
館
）

上
・
下
水
道
料
金

低
所
得
者
用
の
申
請

所
得
の
低
い
ご
家
庭
の
上
・
下

こ
の
葉
書
は
、
一
枚
四
十
円
で

販
売
し
車
ふ
、
一
・
二
級
の
4
体

障
害
者
に
は
申
し
出
に
よ
的
無
料

で
進
呈
し
康
司

▼
対
象
…
1
級
ま
た
は
2
級
の

身
体
障
害
者
雷
緊
痔
っ
て
ぃ
る

満
一
歳
以
上
（
3
月
3
1
日
現
在
）
▼

配
布
枚
数
…
人
2
0
枚
ま
で
▼
配

布
方
法
…
4
月
2
0
日
以
前
の
申
し

込
み
、
ま
た
受
付
期
間
中
に
郵
便

で
申
し
込
み
の
握
－
に
は
、
後
日

郵
送
。
4
月
2
0
日
以
後
に
郵
便
局

で
直
接
申
し
込
み
の
場
合
に
は
、

そ
の
場
で
配
布
▼
申
し
込
み
・
：
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
。

一
ヒ
一
円
越
に
6
え
一

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
5

月
3
1
日
ま
で
に
最
寄
り
の
郵
便

局
へ
。
代
理
人
可
。
申
込
用
紙

は
各
郵
便
局
、
福
祉
事
務
所
福

祉
課
に
あ
り
毒
司
郵
便
申
込

の
場
合
は
、
手
帳
番
号
、
級
別
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
記
入

し
、
押
印
の
上
送
付
を
▼
問
い

合
わ
せ
…
宇
治
郵
便
局
（
豊
⑩

4
1
1
2
）
ま
た
は
最
寄
り
の

郵
便
局
へ
。
（
福
祉
課
）

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

つ
て
い
水
子
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
の

場
合
は
、
読
み
終
え
な
い
内
に

画
面
が
消
え
て
し
ま
ラ
も
の
が

多
い
ぶ
つ
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
注
意

特
に
返
品
に
つ
い
て
は
、
「
届

交
通
安
全
は
家
庭
か
ら

利用者はルールとマナーを守って

み

ん

な

の

市

民

運

動

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
が
決
ま
る

今
後
、
各
種
調
査
で
活
躍
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せ
・
：
市
民
体
育
課
（
容
⑩
3
1
4

1
）
へ
。

な
お
、
コ
ン
パ
ス
は
会
場
で
用

意
し
ま
す
。
（
市
民
体
育
課
）

和
裁
（
初
級
）
講
習
会

▼
と
き
・
：
4
月
回
2
Ｔ
6
4
年

9
8
）
へ
。
（
社
会
課
）

記
念
日
と
生
活
講
座

四
月
二
十
日
は
逓
信
記
念
日
。

今
回
は
逓
信
記
念
日
に
ち
な
み
、

通
信
の
一
分
野
で
あ
る
郵
便
の
歴

史
的
な
発
達
経
過
や
、
切
手
に
関

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
の
ク
ラ
ス
・
距
離
表

よ
個

人

ク少年

ラ・少

ス女

頁

ｊ

ス

クー－フ

又般

ク個－フ

ス人

Ｂ Ａ Ｂ Ａ

4キＳ

ロ6

4キＳ

ロ6

5キ1

ロ7

6キＳ

ロ8

5キＳ

ロ7

7キＳ

ロ8

い女14は子歳

そのまのみで

混のの合パ男

の1子

パテも1ィし

テあくィるは

す子るど

パも1を

テ含ィむ

家族

で構

成

Ｕ

Ｕ

き成

す男る｀

パ女ｌま

テたィは

混合

で構

成

一中四

散

昭

人

中学

生以

上の

個人

水
道
料
金
を
軽
減
す
る
た
め
、
「
低

所
得
者
用
料
金
制
度
」
を
設
け
て

い
ホ
子
。
認
定
基
準
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

該
当
す
る
ご
家
庭
は
、
所
定
の

申
請
書
に
所
得
（
六
十
二
年
中
）
を

証
明
す
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
、
各

年
金
受
給
証
書
、
民
生
委
員
が
証

明
す
る
無
職
無
収
入
証
明
な
ど
）

を
添
え
て
、
水
道
部
営
業
課
（
容
⑩

3
1
4
1
）
へ
。
（
水
道
部
営
業
課
）

青
い
鳥

郵
便
葉
書
の
配
布

郵
政
省
が
、
身
体
障
害
者
問
題

の
理
解
を
広
め
る
た
め
に
「
青
い

鳥
郵
便
葉
書
」
を
発
行
。

上・下水道料金の低所得者用途認定基準（63年度）

世帯数 1人 2人 3人 4人 5人以

所得金額

（年額）
63万円 92万9千円 136万1千円 150万1千円

150万1Ｔ

に4八を

える1人

つき37力

Ｔ－円を）ＪＩ

た金額

843

食生活改善推進員「若葉の会」

正
し
い

食
生
活

を
普
及
・
啓
も
う

市
食
生
活
改
善
推
進
員
「
若
葉
の
会
」
は
、
栄
養

教
室
修
了
生
を
会
員
と
す
る
食
生
活
改
善
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
こ
の
会
は
。
私
達
の
健
康

は
私
達
の
手
で
”
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
食
生
活
や
健
康
問
題
を
考
え
、
正
し
い

食
生
活
の
普
及
・
向
上
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

り
学
習
会
を
開
く
な
ど
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

『
昭
和
六
十
二
年
度
栄
養
教
室
。

三
月
に
修
了
し
、
新
た
に
二
十

心
一

人
の
食
生
活
改
善
推
進
員
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
推
進
員

と
な
っ
た
人
で
組
織
す
る
市
食
生

活
改
善
推
進
員
「
若
葉
の
命
に

入
会
し
、
地
域
の
食
生
活
改
善
の

た
め
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
毒
叉≒

若
葉
の
会
」
の
主
な
活
動
は
、

市
の
保
健
予
防
事
業
へ
の
協
力
と

▲減塩食の試食作りをす石推進員六白

昭和62年度の栄養教室を修了された皆さん

会
員
相
互
の
親
睦
と
向
上
の
た
め

の
研
修
会
を
行
っ
て
い
水
子
。
例

え
ば
、
血
圧
相
談
で
の
減
塩
食
の

試
食
作
り
や
、
離
乳
食
教
室
で
の

幼
児
の
お
や
つ
作
り
、
減
塩
梅
干

作
り
講
習
会
な
ど
各
種
健
康
教
室

へ
の
参
加
者
に
食
生
活
改
善
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ

の
食
生
活
改
善
の
啓
も
う
な
ど
幅

広
く
活
動
し
て
い
毒
司

「
食
は
生
き
る
こ
と
な
り
」
の

言
葉
が
あ
る
ぷ
っ
に
、
食
生
活
の

在
り
方
が
大
き
く
健
康
を
左
右

し
圭
ｙ
。
特
に
成
人
病
は
習
慣
病

と
言
わ
れ
、
食
生
活
が
大
き
な
原

因
の
石
で
す
。
毎
日
毎
日
の
こ

と
だ
か
ら
こ
そ
、
見
過
ご
さ
な
い

よ
ｙ
つ
に
し
て
、
健
康
に
送
り
た
い

も
の
で
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
、
学
ん
だ
こ
と
か
広

め
、
共
に
考
え
て
実
践
し
て
い
く

こ
と
で
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
を

図
つ
て
い
毒
司

市
民
の
皆
さ
ん
も
食
生
活
の
こ

と
は
、
地
域
の
推
進
員
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

保
健
予
防
課
（
萱
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受講者を募集

昭
和
六
十
三
年
度
の
栄
養
教
室

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
意
欲

の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
を
。

期
間
は
、
五
月
か
互
八
十
四
年

三
月
ま
で
の
間
で
、
十
六
回
、
約

七
十
時
間
開
講
し
毒
丁
。
必
須
項

目
の
四
十
時
間
以
上
を
受
講
し
た

氏名 住所 電話

青木敬子 小倉町南浦21－129 20－0151

青木茂美 小倉町西山48－17 20－3525

内海千鶴子 伊勢田町南遊田32－8 22－5928

河村きよ子宇治蔭山78－21 23－9564

多尾文子 宇治下居62 23－5859

尾立チヨセ 小倉町西畑28－24 23－5292

加納比瑳子 伊勢田町若林17－15 41－7715

松本紀子 神明石塚54－402 22－1283

石川もと子 大久保町平盛3ｉ－1府営西大久保団地42－20743－4648

服部美知子 大久保町大竹15－12 41－7085

品川照美 大久保町旦椋14－80， 43一3016

松井徳恵 大久保町平盛6－48． 43－3939

真木道子 伊勢田町新中ノ荒46－9 44－0374

波部節子 明星町2丁目11－39 23－1480

中山幸子 明星町3丁目12 23－6099

四方光代 菟ｍ車田20－18 22－9558

田中美恵子 五ヶ庄西浦37－20 31－8333

柴田キョ子．木幡御蔵山39－741 32－3410

壱岐泰子 木幡南山80－84 33－0480

山本百合子 木幡御蔵山39－1173 33－2924

目片陽子 木幡平尾28－546 32－7075

安永繁代 横島町北内49－19 23－8446

井出上幸子 小倉町久保66－15 23－2449

木村明子 小倉町蓮池166－5 23－3712

山田知子 広野町宮谷110－35 44－6035

山本明美 広野町寺山17－238 43－3126

石森富子 広野町一肌山45－10 43－0443

久西千鶴子広野町一里山56－2 43－3179

小沢恵 折居ａ4丁目1－234 24－8091

昭和63年度栄養教室の日程表

回ｔｌ／日時間
内容

午前 笏後

1 5／ｌｌｌ≪
午前10時
～正午

開講武記念，≫ｉｉｉ！／
2 5／31（火

午前ｌＯ時

～午後3時半

夕節の献立（お芥を使りて）
栄養の恥（ＳＩ

3 6／16俐午Ｈｉ｜9時牛－午後3時半減ｌｉｉ梅干作り講習会栄養の坊磯ｉｉ

4
6／3ＯＩ≪

午ＨｉｌｌＯ時

～午後3時半 食■｜ｉ診断
健康づくりの三本柱

5
7／ｉ：！ｌ心

午前ＩＯ時

～午後3時半 うす味，！Ｂ｜理ｔｌ常の食生活Ｉ

6 9／14（40
午前10時

～午後3時半 栄養計算
日常の食生活ＩＩ

7 9／27火
午（ｆｉｌＯ時～午後3時半うす昧調理 食品衡生Ｉ

8 10／ｌａ水）
午前10時～午後3時半

うす味，ｉＢ｜理
地域活動をすす

めるためにＩ

9 11／Ｉ5（≪
午前10時～午後3時牛

うす昧調理 食品衛生ＩＩ

10 11／18（斜
午前10時

～午後3時半
クＩ）スマス献立

病態別食生活

（高血圧）

11 11／21（11）
午（1（10時

～午後3時半
グループワーク

病態別食生活

（糖尿病）

12 12／8（徊
午前ｉｏ時

～午後3時半 正月献立 年代別健康づくり

13 1／24（幻
午ｌｉｉＪｌＯ時

～午後3時半 食品と調理 年代別食生活

14 2／8（徊
午前10時

～午後3時半 食品と調理 献立作成

15 2／22（徊
午ＢｉｌｌＯ時

～午後3時半 献立発表会
地ｌ＆ｉｆｉ動をすす

めるためにＩＩ

16 3／15ＭＣ）
午前ｉｏ時

～正午

閉溝式記念講演 ノ

人
に
は
、
・
府
知
事
の
修
了
証
書
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
、
市
食
生

活
改
善
推
進
員
「
若
葉
の
会
」
に

入
会
し
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
た
だ
孝
示
ｙ
。

▼
対
象
・
：
自
ら
推
進
員
と
な
っ

て
地
域
の
食
生
活
改
善
に
意
欲
を

持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
活
動
を
実

践
す
る
熱
意
の
あ
る
婦
人
▼
日
程

と
内
容
・
：
右
表
。
そ
の
外
、
推
進

員
の
活
動
現
場
の
見
学
や
調
査
活

動
な
ど
が
あ
り
毒
了
▼
会
場
・
：
保

健
医
療
セ
ン
字
’
、
福
襲
箱
、

た
だ
い
豪
市
内
各
地
域
で
、
結
一
十
七
日
ま
で
実
施
し
て
い
毒
了
。

核
検
診
と
肺
が
ん
參
を
冒
ご
健
康
で
明
る
足
蓉
送
る
た

宇
治
保
健
所
▼
募
集
人
数
…
3
5
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
地
域
別
に

’
抽
選
）
▼
受
講
料
…
無
料
▼
申
し

込
み
・
：
4
月
ｕ
日
言
Ｔ
1
3
日

（
水
）
に
保
健
予
防
課
（
ａ
⑩
3
1

4
1
）
へ
電
話
か
来
庁
で
。

（
保
健
予
防
課
）

め
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
日
程
や
会
場
は
、
三
月

二
十
一
日
号
の
市
政
だ
よ
り
を
ご

覧
ぐ
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
健
予
防
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
。
（
保
健
予
防
課
）

注

意

事

項

検

診

料

検

診

内・

容

対

象

に・

は妊

｀娠金中

具ま

そたのは

他妊付娠

属の

品疑

のい付の

いあ

たる衣人

類は

ぱ｀着受

用診し出

な来

いまでせ

くん

だ・
さ受

い診゜時

無

料

涼

レｙ

ゲン
5．1

穆

15’歳

以

上

の一一ｍ

民

結

核

検

診

免無除料
牡

モ

叫

果問

｀診

必・要か

なく人た

－ん

検査

一問

診

の結

40歳

以

上

の市

民

肺

ガン

検
診

私たちの健康は私たちの手で

注
文
の
前
に
返
品
の
可
否
確
認
を

結
核
・
肺
が
ん
検
診
実
編
市

通信販売

イ
メ
ー
ジ
が

先
行
す
る
広
告
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みんなで盛り上げよう京都国体

夢丿，．忽浦

4／24 第26回オリエンテーリング大会 太陽が丘

5／22 第22回市民総体総合開会式 太陽がＩｔ体育館

5／29 市民潮干狩り 三重県津市

6／12 第12回障害者スポーツ大会 木幡中学校

6／19 第4回市民綱引大会 広野中学校

6／－’26第8回高齢者ゲートボール大会 太陽が丘

ｎ／20 第5回市民駅伝競走大会 太陽が丘

11月 遊リーダー・この指とまれ 未定

642／5 第28回市民スキー教室 マキノスキー場

2／26 第6回宇治川マラソン大会 太陽が丘

言，9軽1機講弩，会りめ缶走1叢｜゜゜

｜

；

｜

；

＝｜｜゜゜

；

｜

゜゜，゜，；゜，；ｌｉ°

Ｉ

ニ゜；；；；゜＝，’｀ｊ＝｜゜＝゜゜゜
｜こ

；

ｉ°ｉｉ：；
Ｉ

ｊ＝゜Ｊ，’ｉ，；，：Ｉｉｉ；

6月 教育キャンプ指導者養成講習会

11月 体育・スポーツ指導者養成講習会

朧朧謡簾鱗顛難鯖薦薦鏃棄蕭蕭
9／4～卜 宍粟詔回皐都国体育季大会（水廠）

、太陽が丘
・プープル

ト10／15二20
湖詔回章都国体秋季大会（ザッ
ｌカー¨卜≒ソフ訃）…………………

太陽が丘

≒レほか

ｌＱ／Ｍゼｍ
デモ幸ｘトレージョン（バレーャ
ボ―歩卜‥‥‥‥‥‥‥

．峰・山．．町
…網野町

：：ｉ）／ｗ≫デぞン友ドレーション（綱引き）八・幡．市‘

回40／17～18－＾
デモンストレーションペゲニト
ボー俳）……｀‥‥‥‥‥‥‥‥

丹波町
園部町

尚叫3丿中旬 一第811府民十リムのうどいご 太陽が丘

844

輝
け
健
康
キ
ラ
リ
い
い
汗

市民スポーツの予定表（費用は無料、申

込制）

市民スポーツひろば予定表（費

用は無料、参加自由）

市民スポーツ教室・ひろばへ
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